
東京の自然公園にもたくさんのニホンジカが生息しています。こんなに大きな動物が生息できるのは、豊かな森がある証拠。

しかし、最近ニホンジカによって豊かな森のありように影響が出てきているとのうわさが…

今、何が起こっているのか？東京都レンジャー見習いのテンジャーとニホンジカとの対談で真相に迫ります！

うわさ ニホンジカの数は増えているの１ テンジャーがよく見る痕跡

うわさ 森の植物は少なくなっているの２
テ：なるほど。じつはシカさんの数が増えすぎて、食べものである植物の

種類がどんどん減っているみたいなんだ。そんなに食べてるの？

シ：う…。まあかなり食べているかも。

草、ササ、幼樹、樹皮は大好きだし、ヒトが植えた苗木もね。

食べやすい植物が無くなってきた最近は毒のある草や落ち葉も。

だって、お腹がすくでしょ。食べられそうなものは食べないと！

うわさ 生態系に影響が出ているって本当３
テ：そうだよね。シカさんにも生活があるよね。

だけど、植物の数や種類が減ると、それに関わる生き物の

生活が脅かされたり、森が水を貯められなくなったり、土砂が

流れ出たりするみたいなんだ。

シ：私たちだって豊かな森が好きなのよ！

私たちと森の生き物たちがバランスよく暮らすにはどうしたら良いのかな。

野生生物の種類、数の減少

植物が減っている様子

シカ糞 食べた痕

コーヒー豆みたいな糞。
地面にばらばら散ら
ばっているよ。

6～8月にかけて
リョウブの皮が
はがされるよ。

シカ柵とは、
シカが入れな
い高さのネッ
トで囲ってシ
カの侵入を防
ぐものだよ。
柵の外だと草
がなくなって
いるね。

シカ柵の外

シカ柵の内

東京都では希少種
の状況を調査して
本にまとめている
よ。今年改訂され
た本では10年前よ
り種類や数が減っ
たことが分かった
んだ。

希少種をまとめた本
（レッドリスト）

シカさん

右面に
続く

ニホンジカが増えると森がなくなるって本当？

ニホンジカ
（Cervus nippon）
体長：100～180cm
体重：40～100㎏
生息環境：森林周辺
食べもの：植物全般
日本には古来から生息

テンジャー：最近、シカさんの痕跡や姿をよく見かけるよ！

しかも10年前頃から奥多摩だけじゃなく、青梅や檜原、最近は

高尾の方でも見ている気がするよ。やっぱり増えているのかな？

シカさん：あら！気づいてた？

40年前頃からだんだん数が増えているよ！

理由は、もともとは数が少なくて20年前まで保護されていたことや

雪が降らないから冬越しできるようになったことがあるみたい。

増えた分、生息する場所も広がってきているよ。

テンジャー


